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研究成果概要 
 本研究では、重力波検出器 KAGRA における環境雑音評価手法の確立の研究を行なっ

た。KAGRA 検出器は 2020 年 4 月に初の国際共同観測 O3GK を行ない、その後は 2022
年 6 月以降に観測が開始される O4 国際共同観測に向けて検出器アップデート中であ

る。その O3GK 観測に向けて、KAGRA 検出器の感度が環境雑音によってどれくらい制

限されているのか、もしくは、どれくらい近い将来に制限されてしまうかを定量的に評

価するための手法として、環境雑音注入試験を行った。主に音響雑音、振動雑音、磁場

雑音に対して評価を行なった。さらに、O3GK 後の post observation phase では、白色

雑音による注入試験が主流であった環境雑音注入試験において、単色雑音を複数の周波

数に対して注入する swept sine injection とその解析手法を開発し、解析を行なった上

で論文を投稿した。 

 

図: 音響雑音注入試験によって得られた KAGRA 検出器感度におけ(右図) PSL room 内

の音響による寄与と(左図) PR booth における音響による寄与を定量的に評価した図。

Swept sine injection 法という新たな解析手法により、周波数 conversion も含めた noise 



projection を実現することができた。 
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